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カ ッ パ ドキ ア三教父の 霊性 （その
一

）

カ エ サ レ イ ア の バ シ レ イオ ス とナ ジ ア ン ゾス の グ レ ゴ リオス

久松 英二

序

　四 世紀 、 小 ア ジ ア の カ ッ パ ドキ ア 地方で 活躍 した三 人の 教父、 カ エ サ レ イ

ア の バ シ レイオ ス （また は 大バ シ レ イオ ス ）（Basilius　Caesariensis，
330頃

〜 379 ）、 そ の 生 涯 の 友 人 ナ ジ ア ン ゾ ス の グ レ ゴ リ オ ス （Gregorius

Nazianzenus
，
326頃か329また は330〜 390また は391）お よ びバ シ レ イオ ス の

弟ニ ュ ッ サ の グ レ ゴ リオス （Gregorius　Nyssenus ，
　330以降 〜 394）、

い わ ゆ る

「カ ッ パ ドキ ア 三教 父」 の 思 想 はそ の 多 くの 部分 が 修道生 活か ら生 み 出 され

た 。 事実、三 人 と もそ の 生涯の か な りの 部分 を修 道生 活 に 当て て い た か らで

ある 。 そ して 、 彼 らは そ の 修道制の 精神 に 影響 を受けつ つ
、 そ の 後の 霊性史

に決定的な方向づ け を与 える独創 的な思想 を生 み 出 した 。

　彼 らの 貢献の 最 も基本 的 な部 分 とは 、 そ れ まで 民衆 的で 純粋福音 的 な動機

で 始 ま っ た 、 それ ゆ え出発点に お い て は 決 して 知的な運動で は なか っ た修道

制 を、 前期 ア レ クサ ン ドレ イア 学派 、 と りわ けオ リ ゲ ネス （Origelles， 185頃

〜254頃） の 思 想 とい う高度 に 学究 的 な分 野 で 解 釈 し 、 修道 精神 を神学 的 な

レ ベ ル に ま で 高 め た こ と で あ る 。 神 学 史 上 、 ク レ メ ン ス （Clemens

Alexandrinus
，
150頃 〜 215頃）や オ リゲ ネス の 神学 を前期 （ある い は 旧） ア

レ ク サ ン ドレ イア 派 と呼ぶ の に対 し、 カ ッ パ ドキ ア教父 た ちは後期 （あるい

は 新 ） ア レ ク サ ン ド レ イ ア 派 と 呼 ぶ こ と もあ る 1）
。

エ ウ ア グ リ オ ス

（Euagrius　Ponticus
，
345頃〜399） が 修道制 の 理論 的枠組 み をオ リゲ ネス の
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思想の 枠内で 構築 したの は周 知 の 事実で あ るが
2）

、 実 は そ の オ リゲ ネス 主義

も後期ア レ クサ ン ドレ イ ア 派の
、

つ ま りカ ッ パ ドキ ア 三 教父 を経 由 して の こ

とで あ っ た 。 厳 密 に言 えば 、
エ ウ ア グ リオ ス に影響 を与え た の は 、彼 ら に

よ っ て 再検討 され修正 され た オ リゲ ネス 主 義で あ っ た 。 こ の 三 教父 の うち 、

今 回は 「東方修道制の 父」 と呼ばれ る カ エ サ レ イ ア の バ シ レ イ オス 及 び伝統

的 に 「神学者」 とい う称号 を持つ ナ ジア ン ゾ ス の グ レ ゴ リオ ス の 思 想に焦点

を当て て み たい 。

1．力エ サ レ イア の バ シ レ イオ ス

　十 二 世 紀の ビ ザ ン ツ 教 会 法学 者 テ オ ドロ ス ・バ ル サ モ ン （Theodoros

Balsamon
，
　l　lO5頃〜 1195頃）はバ シ レ イオ ス を 「教父た ち の 中の 最 も偉大 な

者 、 カ エ サ レ イ ア の 住民 の ほ まれ 、 修徳生 活 を教え る
、 神に鼓舞 され たそ の

語 り口 に お い て 全世界の 教 師」
3） と絶賛 して い る 。

　彼 は 330年頃 、
カ ッ パ ドキ ア の 富裕 で 敬虔 なキ リス ト教徒 の 家庭 に生 まれ

た 4）
。 地元 カ エ サ レ イア の 学校で 修辞学や 哲学な どの 自由学芸 を学 ん だ 後 、

高等教 育 を受け るた め に コ ン ス タ ン テ ィ ノ ポ リ ス 、 さ らに ア テ ナ イ へ 赴 く。

こ の ア テ ナイで 、 すで に カエ サ レ イ アで 面識を得てい た同郷の 友ナ ジア ン ゾ

ス の グ レ ゴ リオス と再会 を果 た す 。 そ の こ ろ二 人 に は宗教 的渇望が芽生 えて

い たが 、 勉学終了後バ シ レ イ オス は と りあ えず故郷 で 修辞学教師と して 働い

た 。 しか し 、 す で に 隠遁生 活に入 っ て い た姉 マ ク リネの 影響 、 あ るい は カ ッ

パ ドキ ア に共修的修道 生 活 を導 入 した セ バ ス テ イ ア の エ ウ ス タ テ ィ オ ス

（Eustathius，
300頃〜 377 また は380）の 影響 もあ っ て 、 ほ ど な くして 職 を辞

し 、 洗礼 を受けた後、修道生 活の 道 に入 るべ く、
エ ジ プ ト、 シ リア 、 メ ソ ポ

タ ミ ア 各地 を訪 れ 、 修道者 の 生 き方 を見聞 し、情報収集 に努め た 。 帰郷 後 、

財 をな げ うっ て 貧者 に施 し 、 自分 は カ エ サ レ イ ア近 郊の イ リ ス の 谷 ア ン ニ シ

に 隠棲 した 。 ナ ジ ア ン ゾ ス の グ レ ゴ リオス も
一

時期 、 同地で 生 活 を共 に した 。
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しか し 、 両者 と もま もな く司祭 に叙階 され 、 さらにバ シ レ イオス は カ エ サ レ

イアの 主教 エ ウセ ビ オ ス （Eusebius ，
260 〜 339 ま た は 340）の 死 に伴 い

、 370

年頃そ の 後任 とな っ た 。 こ れ以 後死 に至 る まで の 九 年 間は 、 ヴ ァ レ ン ス 帝

（Valens， 在364〜378）の 保護 の もとに勢力 を拡大 させ て い た ア レ イオ ス 派 と

の 教義論争で 、 ア レ クサ ン ドレ イ ア の ア タ ナ シ オ ス に次い で 、
ニ カ イ ア 派擁

護 の 第
一

人者 と して 活躍 、 その 死後 に 開催 され た コ ン ス タ ン テ ィ ノ ポ リス 公

会議 （381）の 決議 に大 きく寄与 した 。

　彼 は 多 くの 教 義的著作 、 修徳 的著 作お よ び聖 書講解や 説教集 を残 して い る

が 、 わ れわれの テ ーマ に 重要 なの は 、 言うまで もな く修道生活 に関す る一 群

の 修徳的著作で ある 。 こ れ ら著作群 は 「ア ス ケ テ ィ カ」 （Ascetica） と呼ば れ

て い る が 、 そ の 中 で 最 も重 要 な真作 は 『修道 士 大規定』 （Regulae　fusius

tractatae）5）お よ び 『修道士小規定』（Regulae　breVius　tractatae）6）で ある
。

両 者は共 に修道 者 か らの 質問 に対 す る 答 え とい う体裁 を と り、 前者 は修 道生

活の 諸原 則 に つ い て 55項 目に分 け られ て 説 明が な され 、後者は その 諸原則の

具体的な適用 に つ い て 313項 目が取 り上 げ られ て い る 。
い ずれ にせ よ両 者は

以 後東方修道生 活、 しか も共修制 の 基本規定 と な り、 今 日で もこ の 原則 は生

きて い る の で 、
バ シ レイ オ ス は 「東方 修道制の 父」 とも呼ばれ るの で あ る 。

い や 、 東 方の み な らず西方 にお い て も大きな影響 を与えた こ と は 、 西方修道

者 の 父ベ ネデ ィ ク トゥ ス が 、 自己 の 修 道規則 の モ デ ル と して バ シ レ イオ ス の

修道規定 を利用 した事実に も伺わ れ る7＞
。 したが っ て 、彼 を 厂西 方修道制 の

父」 と呼ぶ こ とさ えで きる 8）
。 以 下 、 主 に こ れ らを資料に して 、バ シ レイ オ

ス の 霊性思 想 を浮 き彫 りに させ た い 。

1．1．修道生活の 根本原理

　バ シ レ イオス に お ける 修道生 活の 根本動機は 、

一
方で は 、 新プラ トン 主義

的な人問観が あり、 もう
一

方に キ リス ト者 の 完全性 へ と向か わせ る福音的な
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勧告が ある 。 前者 につ い て 言えば 、 人間の 本来的 自己 は魂で あ るが 、 魂 は 肉

体 に縛 られ た状態 に あ る 。
こ れは非本来的で ある 。 したが っ て 、 魂は 肉体の

束縛か ら解放 された 本来の 姿を獲得 しな けれ ば な らない
。 その ため に 、 修徳 、

す な わ ち身体的 、 精神 的修行 とい う手段 を通 して 、魂 を支配 する肉体の 力 、

す なわち情念 と闘わね ばな らない 9）
。 しか しなが ら 、 こ の よ うな新 プ ラ トン

的影響が 背後に ある とはい え、
バ シ レ イオス 自身の 修道生 活へ の 召命は純粋

に福音的 な もの で あ っ た し、 その 教 え も同様で あ っ た 。 彼自身 、 す で に見 た

よ うに 、 イエ ス の 福音的勧告 、 す なわち完全性 の た め の 「放棄 」が動機 で

あ っ た こ とを告白して い る 。

「私 は とい えば 、 虚栄の ため に 多くの 時 間を失 っ た 。

…　　 ある 日、 私

は …
　 福音書 を読み

、 完徳に達する た め の 偉大な手段 に気づ い た 。 そ

れ は 自分の 財 産 を売 り払い
、 それを極貧の 兄弟たちに分 け与え、 地上 の

財宝 に対す る 一切 の 執着を断ち 、
こ の 人生 の 気苦労か ら完全 に解放 され

る こ とで あ る 。 そ して 同 じこ の 道 を選 ん だ 友を見 出 し 、 彼 と と もに こ の

短 い 人生 の 荒波 を乗 りきる こ とがで きる よ うに と願 っ た 。 」10）

　バ シ レ イ オ ス は と きに 「修道者」 と 「キ リ ス ト者」 を 同
一

の もの と して

扱 っ て い る 11）
。 なぜ な ら、 修道者 の 生 き方 は彼 に と っ て キ リス ト者の 理 想で

あ り、完全 なキ リス ト教 的生 き方だ か らで あ る 。 この キ リス ト者の 完全 性 と

は 人間の 「聖化」 で あ り、 こ れ につ い て 彼 は 「聖 性 とは 、 聖 な る 神 に完全 に

聖 別 され 、 どん な と き に も途切 れ る こ とな く、 神 に嘉 され る こ とに た だ ひ た

す ら心が ける こ と」
12）で あ り、 こ の よ うな 「聖化は …　　聖霊 との 交わ りを

通 して完成 へ と導 くもの 」
13）だ と語 る 。

　修道生活は 、
バ シ レ イオ ス も実行 した よ うに世 の 「放棄」 を前提 とす る が 、

そ の 目的 は彼 に と っ て 明 らか で ある 。 それ は 魂か ら過去 へ の 執着 、 古い 習慣
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に対す る 忘却 とその 束縛 か らの 解放 で ある 。

「そ れ ゆえ 、 真 に神 に従お うとする者は 、 こ の 世の 生 へ の 愛着の 束縛 か

ら解放 され るべ きで ある 。 そ して 、 こ の こ とは 、 それ まで の 習慣か ら完

全 に離れ 、 こ れ を忘 れる こ とに よ っ て 達成 され る 。 もし私 た ちが 、 肉に

よ る 親族 と世 の 交 わ りとの 両 方 か ら自分 自身を追放 し、 『しか し、 私 た

ちの 本 国は 天 に あ る』 （フ ィ リ3 ・20） と使徒が 言 うよ うに 、 生 活様式 に

お い て 、
い わ ば あの 世 に 自分 自身 を移 して しま うの で な けれ ば

、 私た ち

に と っ て 神 を喜ばせ る とい う目標を達成 す る こ とは不 可 能で あ る 。 」14）

　禁欲 的修行 の 必要性 に 関 して は、 上 に触 れ た よ うに 、 新 プラ トン 的思想 背

景が横た わ っ て い る
。 魂 と肉体はバ シ レ イ オス に と っ て 、 完全 に対 立 しあ う

もの で あ る 。 そ こ か ら 、 彼 はか な り極端な論 を展 開する 。 す な わ ち 、 人 は 魂

を強化 し、 肉体 を弱 め る必要が ある が 、 も し、 体 が太 っ て い れ ば 、 魂は 力不

足 の 状 態 で あ る 。 魂が健康 で あ る な らば 、 体 は や つ れ る は ず で あ る 。 した

が っ て 、 やせ 衰 えた 体 と蒼 白さは実 は修道 者 と して あ るべ き真の 姿の しる し

で ある 、 とバ シ レ イオ ス は考えて い る
15）

。 「健全 な精神 は健全 な 身体 に宿 る」

とは 正反対で あ る 。
こ の よ うな論 は 、 新 プ ラ トン 主義 に従うとは言 え、行 き

過 ぎで あろ う。 しか しなが ら 、

一
方で 、 彼 は 身体 に は 最低 限必 要 な もの は 与

える べ きで あ る と考 える 。 そ れ は 魂が 活躍 で きる ため に 、 そ れ に仕 え る道 具

と して 役立て られ る た めで ある 。 肉体 は独 裁的 に な っ て もな らず、逆 に弱 す

ぎて 奉仕 を避 け る よ うで あ っ て もな らない
。 キ リス ト者が 体を心配する根本

動機 は 、 ただ魂の 益 にあ る16）
。

　バ シ レイ オ ス が 厳 し く批判す るの は人 間の 我意 、 わが ままで ある 。 これ は

神の 意志 へ の 反逆 と して 理解 され た 。 彼 は 、 修 道者 に とっ て 自分勝手な行動

は 理性 に対す る反抗 で あ り、 堕落の 危 険 に つ なが る と警告 して い る17）
。 した
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が っ て 、 真の 放 棄 とは 、 『修道士 大規定』の 「第八 問」で 詳 しく述 べ られて

い る よ うに 、 単 に 自分 の 財 を 断念 す る こ と にある の で は な く、 お の れ 自身の

放棄、 す なわ ち、過去の 執着か らの 脱却 と我意の 完全 な断念 にある 18）
。

　 と こ ろ で 、
バ シ レ イオ ス は 祈 りに つ い て は何 ら独創 的な思想 も持 っ て お ら

ず 、 神秘 的な領域 、 た とえば 、 前期 ア レ クサ ン ドレイア 派に お い て 強調 され

てい た 厂観想 」の神 秘 思想 に つ い て は ほ とん ど何の 言及 もない
。 彼 と懇意の

仲 にあ っ たエ ウア グ リオス ほ どに 強烈 な神 秘的志 向 もすべ て を観想 に集 中 さ

せ よ うとす るそ の
一

途 さとい っ た傾 向も皆無で あ る 。 したが っ て 、
エ ウ ア グ

リ オ ス がバ シ レ イオス の 修道共同体 を離 れ た として も何 ら不思議 で は ない 19）
。

　バ シ レ イ オス は 、
エ ウ ア グ リ オ ス の よ うな、 特権的 カ リス マ 的な観想的祈

りを理想視す るの で は な く、 修道規則が すべ て の 修道者 に適用 され る よ うに 、

祈 りもまた神 の 現 存 の うち に生 き る ため に は 欠か す こ との で きない 務め と し

て すべ て の 修道者 に 課 され た義務 と見 なす 。 彼 は言 う。

「仕事の た め に手が ふ さが っ て い る 最 中で も、 そ れ が 可能な場合 、 また

そ れ 以上 に信仰 を高め る の に 役 立 つ 場合 に は 、 私 た ち は と きお り舌 を

使 っ て 神 を賛美す る こ とがで きる 。 また 、 そ れす らで きな い 場合で も、

聖 書 に 記 され て い る よ うに （コ ロ 3 ・16）、 少な くと も 、 心 の 中で 詩 篇 、

聖歌 、 霊 的 な歌 に よ っ て 神 を讃 える こ とが で きる 。 こ うして 、 私 た ち は

労働の 最 中で も祈 りの 務 め を果 たす こ とが で きる 。 まず 、 私 た ちの 手 に

仕事 を行うた め の 能力 を 、 心 に知識 を得 る た め の 賢 さを 、 さ ら には 物質

を、 私 た ちが 従事す る技術 の 道 具 と して 、 また素材 と して 与 えて 下 さっ

た 方に感謝を捧 げなが ら。 次い で 、 私たちの 手 に よる仕事が 、 神 を喜ば

せ る とい うそ の 目的 に導か れ る よ うに祈 りなが ら。 」
20 ）

こ こ で 明 らか な よ うに 、 神 に向け て魂 を絶 えず集中 させ る 手段 と して 、 ど
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ん な時で も祈 りを絶や さず実行す る よ う勧め て い る 。 また絶え ざる祈 りが 共

同体 と して も可能 とな る よ うに 、
い わゆる聖 務 口課 （時課）の 制度が 修道生

活に導入 され、 どん な に忙 し くと も定め られ た時間に共 同の祈 りに参集す る

こ とが優先 され る 。 こ うして 、 神は ど こ に もい て 、 常 に わ れわれ を見て お ら

れ 、 さ らにわ れわ れの 心 に住 ん で い る とい う意識 を絶えず覚醒 させ る 。
こ の

よ うな絶えざる神の 現存の 意識 を保たせ る ため の 祈 りは
、 完全性へ の 最良の

助 けとな りうる し、神 とい う至 高の 存在がい る とい うこ とを意識 する な らば 、

人 は他 の い か な る もの 、 と りわけ罪の 誘惑 に傾 くこ と もな くな る 。 こ うした

こ とが バ シ レ イオス に と っ て の 神 へ の 愛 、 神 との 一 致 、 聖性 の 獲得に 至 る最

上 の 手段なの で あ る21）
。

1．2．共修制の優先

　バ シ レ イオス の 修道生活 に 関す る教 えの 根本 理 念 は 、 隠修制 で はな く、 共

修制 の 断固た る選択 で あ る 。 共修制 は すで にパ コ ミ オス （Pachomius ，
290 ま

たは 292頃〜346）に よ っ て導入 され た が 22）
、 それ は孤独の 修道生活の なか に

物 質的 な困難 さ、規則の ない とこ ろ か ら来 る独 りよが りや 幻想 な どの 危険や

堕落の 可 能性 に 気づ き 、 それ を避 ける ため で あ っ た 。 だが 、実際 に は 共修制

設立 の 動機は そ れ以上 の こ とは 分 か っ て い ない
。

バ シ レ イオス が彼 と違 う点

は 、 共修制 を隠修制 の 上位 に置 く積極 的理 由 を極 め て 明確 に呈 示 して い る こ

とで あ る 。

　 とは い え 、 彼は 隠修制 を全面 的 に否定 して い るわ けで は ない 。 そ れ は 「魂

の 散漫 を取 り除 くた め に貢献す る 」 もの で あ り、 「私 に つ い て 来 た い 者 は 、

自分 を捨 て な さい 」 （ル カ 9・23）とい う主の 命令 に 対する
一

つ の 立派な応答

で ある こ とをは っ きり認 め て い るの で ある
23）

。 また 、
パ コ ミ オ ス の 共修制 は

エ ジ プ トで爆発的な拡大 を見せ た が 、 カ ッ パ ドキ ア に は パ コ ミ オ ス 的 な巨大

な修道共 同体 は
一

つ も存在 しなか っ た 。
バ シ レ イ オス 自身が 中小 規模 の 修道
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的環境 を好 んだ の は 、 少人数の 方が個人的指導に都合が よ く、 また静寂 さ も

よ り保 たれ るか らで あ り、
こ うして 隠修的生活で 得られ る利点 を大切 に した

か っ た か らで あ る 。 だ が 、 そ れ に もか か わ らず 、 修徳 とい う同 じ目的 に 向か

う人 間同士 の 共 同生 活の 方 が 、 孤立 した 隠修生 活 よ りも本質的 に よ り優れ て

い る とい うこ とを、 彼 は固 く信 じて い た の で ある 。

　 で は 、 彼 の 強調す る共修制優先の 積極的理 由とは 何で あろ うか 。
こ れにつ

い て 彼は 『修道士大規定』 の 「第八 間」24）で 、 詳細 に述べ て い る 。 そ れ は以

下 の よ うに 要約 される だろ う。 人 間とい うもの は 、 他者の 助け を必 要 とす る

交わ りの 中で 生 きる存在で ある 。 物質的に必要な もの に関 して も、 自足 して

い る 人 は お らず、 だか ら供給 し合あ うため にお 互 い を必要 と して い る 。 隠修

者 は他者の 利 を求め る よ うに と命 じる 愛の 掟 に 矛盾 して い る 。 愛は 自分 を満

足 させ る とこ ろ か らは発現 しない 。 さらに 、 隠修者に と っ て 、 お の れの 欠点

を改 善す る こ とは ほ とん ど不 可能で ある 。 言 うまで もな く、 彼 に忠告 する 者

が い ない か らで あ る 。 また 、
こ の 生活は謙虚 さ 、 忍耐 、 愛 とい っ た徳 の 実践

の 妨 げ に な り、 誘惑や無気力 との 闘い が難 し く、 か え っ て 自己満足の 危険に

陥 りや す い
。 徳 の 実践 に は共 同体 が必 要で あ る 。 そ こ には 模範 とすべ き仲 間

が い る 。 書物 が生 きた 師に置 き替 えられ ない の と同 じよ うに 、 人 間に も模範

や行為の 生 きた証言を欠かす こ とはで きない
。

　バ シ レ イ オス が 示す共修制優先 の 独特な根拠は 、 カ リス マ に 関わ る 。 カ リ

ス マ とはお の れ 自身の ため で は な く、 他者の 利 の た め に与 えられた もの で あ

る 。 隠修者はそ れ を他 者の ため に 生 かす こ とが で きない
。

カ リス マ とは互 い

に共 有す る ため にあ る 。

一
般的 に 言 っ て 、 人 は そ れ ぞれ に 固有 の ユ ニ

ー
ク な

カ リス マ だ けが与 え られ て い るが ゆ えに 、 孤独 に 生 きる者 は
、 他者の そ うし

た賜物 を享受す る こ とが で きな い
。

　以 上 に挙 げた根拠 は確か に説得的で あ り、深 い 智恵 に根 ざ した もの で あ っ

た の で 、 後に国家法 に も影響 を及ぼ す こ と とな り、
ビザ ン ツ 皇帝ユ ス テ ィ ニ
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ア
ー

ヌ ス （Justinianus， 在527〜 565）に よ る 「修道 院法令」における帝国 内

の 全修道者 に対する 原則的共修化の 基本理念 と な っ た 25）
。 た だ し、 先ほ ど も

触れ たよ うに、バ シ レ イオス は 隠修制 の利点 を も確か に認 め て い た た め 、 そ

の 存在 を全面 的 に拒否 したわ けで は ない
。 彼が 望 ん だ の は 、 隠修制 の 根絶 な

の で は な く、 その 存在 を共修制 に依存させ る こ とで あ っ た 。
つ ま り、 まっ た

く独立 した隠修者で は な く、
どこ か の 共住修道院 に何 らか の 形で 結びつ けて

存続 させ る こ とを望 ん だ。 こ の 考 え方 もユ ス テ ィ ニ ア
ー ヌ ス の 法令 に反映 さ

れ 、 独立の 隠修制 を禁止 して 、 修道院敷地 内で の 隠遁生 活 を させ る とい うよ

うな制度がで きた 26）
。 ナ ジ ア ン ゾ ス の グ レ ゴ リオ ス は 、

バ シ レ イ オス へ の 追

悼 の 言葉の 中で 、彼 の こ の よ うな意図 を評 して 、彼 は 隠修制 と共修制 とを調

和 させ た 、 と述べ て い る 27）
。

　 さて 、
こ の 共修制 におい て 、

バ シ レ イ オス に 見 られ る 特徴的な考えをい く

つ か指摘 して お こ う。 隠修性の 危険 は お の れの 判断 の み に従 っ て 生 きる こ と

で ある とい うバ シ レ イ オ ス の 判 断 は 、 共修制 に反 映され て い る 。 す な わち、

共修者はお の れ の 意志 を上 長 に委ねる とい うこ とで ある 。 た だ し、
こ の よ う

な従順 の あ り方 に も限界 を設 けて い る 。 とい うの は 、 共 同体 に属 す る 者 は 、

そ こ の 上 長 に対 し 、 与 えられ た 命令 に 反論 す る理 由 を告 げ る権利が 与え られ

て い る か らで あ る 。 そ して 、 もしそ の 命令が神の 掟 、
つ ま り聖 書 に抵触す る

よ うな もの で ある な らば 、 会員 は そ の 命令 に応 じて は な らない
28 ）

。 また 、 た

とえ上 長 で は な くとも、 選 ばれ た数人の 年長者は 上長の 誤 りを注意す る義務

が ある29）
。

　共 同体の 上 長は原則 と して 司祭で ある 30）
。 彼の 指導下 に置か れ る者 は 、 彼

に対 し何 も隠 し立 て を して は な らず 、 い か な る過 ち も彼 に さ らけ出 され ね ば

ならない 31）
。 上長 は 、 指導を任せ られ た者た ち皆に神の 意志を示 し、 霊 的生

活に お け る導 き手 とな らね ば な らない 32）
。 彼 の 権 限 は通常 は制 限 されて い な

い が 、 た とえば新 しい 会員 を共同体に 受け入 れ る場合は 兄弟た ち と相 談す る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一 109 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

義務が ある 33）
。 入会志願者は厳格な試験期 間を与 えられ る 。 と くに謙遜 さが

どの 程度発揮 され る か を基準 に 、 当人の 性格や適性が調査 され る34）
。 入会許

可 は こ うして 厳 しい 審査 を経 な けれ ば 出 され る こ とが で きな い
。 ちな み に 、

奴隷 は受け入れ る こ とは で きない が 35＞、既婚者の 場合 、 あ る条件の もとで は

受け入れ る こ とがで きる 36）
。

　バ シ レ イ オス が制 度化 した 各修道 院は 、 互 い に 完全 な独立の 立場 にある と

しば しば言 われ る が 、 お の お の の 修道院 に は緩や か な結 びつ きが あ る 。 とい

うの は 、

一
つ の 修道院の 上 長 は

、 自分で その 地位 に 就 くの で は な く、 他の 共

同体の 長た ち に よ り選 ばれ る べ きで あ り37）、 また 、各共同体の 上長 は 、 時と

場所 を定め て 、 互 い に そ の 職務上 の 問題 に つ い て 話 し合 うべ きで あ る38） と

い うバ シ レ イオ ス の 教 えが生 きて い る か らで ある 。

2 ． ナ ジア ンゾス の グレ ゴ リオス

　 グ レ ゴ リオス は 、 カ ッ パ ドキ ア 西南の ナ ジ ア ン ゾ ス か 、 また は そ の 近郊の

ア リア ン ゾ ス で 、 裕福 な キ リ ス ト教家庭 に生 まれ た 。 生 年に つ い て は 、 盟 友

バ シ レ イ オス と 同時期 の 330年 ご ろ か 、 あ る い は少 し早 い 326年 ご ろ と考え ら

れ る
39）

。 父 グ レ ゴ リオス は 、 329年か らそ の 没年の 374年 まで ナ ジア ン ゾス の

主 教で あ っ た 。 グ レ ゴ リオス は 、 最初 カ ッ パ ドキ ア の カ エ サ レ イ ア で 修辞学

を学 び 、 そ こ で バ シ レ イオス と出会 っ た 。 次い で パ レ ス テ ィ ナ の カ エ サ レ イ

ア 、 ア レ クサ ン ドレ イ ア 、 最後に ア テ ナ イ に 遊学 。 こ の ア テ ナ イで バ シ レ イ

オス と再会 し、 以来生 涯 にわ た る親交を深 め て い くこ と と な っ た 。
バ シ レ イ

オ ス の 帰郷後 、 彼 も356年 ご ろ 帰郷 し、 こ の 親友 の 影響 を受けて 修道 生 活 を

志す よ うに な り、 ポ ン トス の イ リス 河畔の ア ン ニ シ に あるバ シ レ イオス の 修

道 共同体 に 滞在 。 こ こ で 、 オ リゲ ネス の 著 作 か らの 抜粋 で 『フ ィ ロ カ リア 』

と名づ け られ た詞華集をバ シ レ イ オ ス と共 同で 編纂 した 。 帰郷後ほ どな くし

て 父 か ら洗 礼 を受 け た グ レ ゴ リオス は 、 361 年 、 その 同 じ父 か ら今度は 、 自
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教区で あるナ ジア ン ゾス 教 区で 司牧 して ほ しい と要請され 、 司祭に叙 階 され

た
。 しか し、 こ の 叙階を 「強制 され た こ と」 と して 受け取 っ た彼 は 、 叙階後

ただち にバ シ レ イオ ス の もと に逃れ る 。 が 、 結 局彼の 勧 め に した が っ て 362

年の 復活祭に帰還 し 、 父 を助け る こ と とな っ た。

　370 年ご ろ に カ エ サ レ イ ア の 主教職 に 就 い たバ シ レ イオ ス は 、 ア レ イオス

派を支持す る ヴァ レ ン ス 帝に 対抗すべ く、
ニ カ イ ア 派の 勢力強 化 の ため に、

372 年 カ ッ パ ドキ ア に ある サ シ マ とい う小 さい が 交通 の 要衝 と して 重 要な町

に 主教座を設 け 、 グ レ ゴ リオ ス を主教に叙階 し、 そ こ を管理 させ よ うと した。

とこ ろが 、 主教 と な っ たグ レ ゴ リオ ス は 、 その 町 を毛嫌い して 、 その 主 教 区

を引 き受ける こ と を拒 否 し、 ナ ジ ア ン ゾ ス に留 ま っ て 父 の 補佐 を続けた 。 そ

して 、 父 の 死 （374年） に伴 い 、 い っ た ん イサ ウ リ ア 地方 の セ レ ウ キ ア に 隠

棲 した が 、 ヴァ レ ン ス 帝が没 した翌年の 379年 （こ の 年バ シ レオ イ ス も死去）、

当時小 数派で あ っ た コ ン ス タ ンテ ィ ノ ポ リ ス の ニ カ イ ア 派諸教 会か らの 要 請

に 応 えて 、 帝都入 りし 、 友人 の 私邸に 滞在 して 彼 らの 指導 に当 た っ た 。 380

年 に彼が行 っ た正統派の 三位
一

体論 を力強 く宣言 した有 名 な五 つ の 「神学講

話」 に よ り、 以 後 「神学者」 とい う尊称を付与 され る こ と とな っ た 。 そ の 前

年 に 帝位に つ い た テ オ ドシ オ ス 帝が 、 380年末 に ア レ イ オ ス 派 を主導 して い

た 主教 を追放 、 代 わ っ て グ レ ゴ リオ ス を新主教 に指名 し、 翌 年召集 した第
一

コ ン ス タ ン テ ィ ノ ポ リス 公会議 （381年） で そ の 地 位が 承認 され た 。 グ レ ゴ

リオス は公会議の 議長 まで 務め る こ ととな っ た が 、

一 部 の 議員た ちか ら主教

任命の 合法性 に つ い て 難癖 をつ け られ 、 また提 出 され た信条 に満足 で きな

か っ た ため 、会期中 に コ ン ス タ ン テ ィ ノ ポ リス 主教 を辞任 し 、 ナ ジア ン ゾ ス

に帰郷 した 。 晩年は ア リ ア ン ゾ ス の 邸宅に 退 き 、 祈 りと執筆 に専念 、 390年

に同地で 没 した
。

　 カ ッ パ ドキ ア 三 教父 の 修道 的 、 霊 性 的 、 神秘 的 な思 想 に つ い て 語 る 場 合 、

ナ ジ ア ン ゾ ス の グ レ ゴ リオ ス が 引 き合い に 出 され る こ とは
、 あ ま りな い 40）

。
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実際 「彼 は ま と もに 霊性 に関 わ る 著作をわ れ わ れ に残 さ なか っ た」41＞
。 彼 に

帰 され る著作は
、 「詩集」「講話」 「書簡」の 三 種に分 け られ る が42）

、 確 か に

霊性 ・神秘思想 に関す る 体系的 な記述は見 当た らな い
。 だが 、 その 激 しい 個

性 の 持 ち主 は 、 同時 に 「修 徳家 の 心 、 神秘 家 の 心」
43）を持 っ て お り、 「実践

によ る哲学」
44） と彼が称する修道生 活を 、 完全 なキリス ト教的生活 と見 な し 、

あの 膨大な 厂詩集」 に織 り込 まれ た修道制 45）や処 女性 46）を称える詩文 は 、

後の 霊性 史に無視 で きない 影響 を残 して い る47）
。

2．1． 人 間の神化

　既 述の よ うに 、 グ レ ゴ リオ ス はバ シ レ イ オ ス と司牧 的 、 神学 的 、 修道 的 な

関わ りを持ち続 けて きたが 、霊性思 想 に お け る グ レ ゴ リオ ス の バ シ レ イオス

との 大 きな違 い は 、 徹底 した 「神化」思 想 で ある
。 以前検討 した よ うに 、

「神化」 とい うプ ラ トン 的概念 を キ リス ト教神 秘 思想 の 枠 組み で 論 じた 最 初

の キ リス ト教著述家 は エ イ レナ イオス （lrenaeus，
130 〜 200頃）で あ り、 こ

の 概 念 を 「覚知者」の 理 念 と結びつ けて 、
こ れ を 自己の 思索の 中心 テ

ー
マ と

して 本格 的に扱 っ たの が 、 ア レ ク サ ン ドレ イア の ク レ メ ン ス で あ っ た 。 しか

し、
こ の プラ トン 的神 化概 念 をキ リス ト教的な もの に再解釈 させ る 土 台 は 、

ヨ ハ ネ福 音書 の 受肉論 （ヨ ハ 1 ・14参照）で あ り、 その 発展形態で ある 「聖

な る交換」思想 で あ っ た48＞
。

つ ま り、 神の 子が へ りくだ っ て 人 間と な っ た の

は 、 人間を高 く上 げて 神の 子 とす る た め で あ っ た とい う考えで あ る。 新ア レ

クサ ン ドレ イ ア学 派の 筆頭 ア タ ナ シ オス （Athanasius 　Alexandrinus
，
295

頃 〜 373）は 、 こ の 交換 思 想 を さ らに 明確 に し 、 神 の 子 が 人 とな っ た の は 、

人が 神 の 本質 に あず かる こ とが で きるため で あっ た 、 とい う命題 を 自分の 思

索の 中心 に置 い た 。 す で に 初期 の 著作の 中で 彼 は次の よ うに 述べ て い る 。

「神 の 子が 人 と なっ たの は 、 ア ダム の 子 らを神の 子 らにせ しめる ため で

一 112 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

あ っ た 。

…　 実 に 、 神の 子は死 をも味わ っ た 。

…　 それは人の 子 ら

が霊 に従 っ て 、 彼らの 父で ある神 に よ り、 神の 生命 にあずかる者 とせ し

め るため で あ っ た 。 それ ゆ え 、 キ リス トは本質に よ っ て神の 子で ある が、

わ れ われ は恩恵 に よ っ て神の 子 らで あ る 。」
49）

　グ レ ゴ リオス は
、

こ の ア タ ナ シ オス の 路線の 忠実な継承者で あ る 。 そ れ ど

こ ろか 、 「神化」 を意味 する ギ リシ ア語 の 「テ オ
ー

シ ス 」（the6sis）また はそ

の 動詞形 （theo6）を 、 グ レ ゴ リオス ほ ど頻繁に しか も一
貫 して 使用 した教

父は 、 彼以前に は皆無 だ とい う事実 に も注 目すべ きで ある50）
。

こ の 事実か ら

も伺 われ る よ うに 、 「グ レ ゴ リオ ス は こ の 神化 とい うこ とを彼 に と っ て の 霊

性全体 の 目的そ の もの と した の で あ る 、

…　　 グ レ ゴ リオ ス に と っ て キ リ ス

ト教 の すべ て は 、 キ リス トがわ れわ れの 肉にお い て 人間の 生 を自分の もの と

した よ うに 、 わ れ わ れ をキ リス トにお い て 神 の 生 を生 きる よ うに な さ しめ る

こ とで あ る」
51）

。 彼 に よ れ ば 、 人 間の 目標 は 「神の 子 、
い や む しろ神 そ の も

の に なる」52）とい うこ とで ある 。 彼 は ア タナ シ オ ス の よ うに 「聖 な る交換」

思 想 に立 脚 して 、 人間 に 与 え られ た教育課題 を次の よ うに 言 い 表す 。 「わ れ

わ れ もキ リス トの よ うに な ろ う。 彼 が われ われ に 等 しい 者 とな っ た の で 、 わ

れわ れ も彼 に よ っ て 神 とな る 。 それ は
、 彼が わ れ わ れ の た め に人 間 とな っ た

か らで ある」53）
。

　 した が っ て 、 御子の 受肉の 目的は 、 人 問の 神化 で あ り、 かつ 受肉は人 聞神

化の 前提条件で ある 。 神が まず人 間の 本質を全面的 に受け入 れ た とい う事実 な

くして 、人 間 が神の 本質 に与 る こ とは不可能だ か らで ある 。 神 は人 間の死す べ

き本 質 をあ ます と こ ろ な く自分 自身に受け入れ 、 自分の 本質に
一
体化 させ た 。

こ の 救済論的関心事 を背景に する と 、 グ レ ゴ リ オ ス の 有名 なキ リス ト論の 根本

命題 の 意味 も容易 に理 解され る 。 す なわ ち 、 もし神 に 「受け取 られ なか っ た も

の は癒 されない
。 しか し 、 神 と

一
つ に結ばれ た もの は救われ る」54＞

。
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　 こ の 人性 と神性の 結びつ きに つ い て 、 グ レ ゴ リオス は 、 キ リス トの 受肉に

よ っ て 、 神の 本質と人間の 本質 とが彼の うち で
一

種の 「混合」 （mixis ）ない

し 「結合」（krasis）が起 こ っ た と考えて い る 。 そ して こ れ に よ っ て 、 人間の

本質は ま っ た く変容 され た 。
つ ま り、 「人 間は神 に混ぜ 合 わせ られ て 、 神 と

一
体化 した 。 それ以後 、 よ り強い もの が勝利 を収 め た 。 それは 彼が 人 とな っ

た の と同 じ度合に お い て わ れわ れ も神 となる た め で あ っ た」55）
。 グレ ゴ リオ

ス が こ こ で 言 っ て い る 「同 じ度合」 とい う言 葉 に注 目 し よ う。 受肉者 自身に

お い て 、 人性 と神性 は相互 に 混合せ ず 、 また変化せ ず、 さ りとて 分 離 もせ ず

に 、

一
つ が他 に吸 い 込 まれ て しま うこ と もな く、 む しろ それ ぞれの 独 自性 を

生 か しつ つ
一
体化 した 。 それ と 「同 じ度合」で 、 キ リス ト者は ます ます 自己

固有の ア イデ ン テ ィ テ ィ を獲得 し 、 「ます ます人 間 らし くなる こ とに よ っ て

神 化 され る」 とい うこ とで ある 。 「テ オ
ー シ ス と は

、
わ れ わ れ が （キ リス ト

に56））受け入 れ られ た 完全 な被造 性 の 尊厳 に向か っ て 絶 えず前 進 ・成長す る

こ とを表現する もの で あ る」57）と ウ ィ ン ス ロ ウが記 した の は そ の 意味で あ る 。

人 間の 神化は したが っ て 、 人 間性 の 放棄 で は な く、 ま さに そ の 逆で 、 人 間性

の 高揚 を意味す る 。
つ ま り、 神化 に おい て 、 人 問の本 質 は あ りの ままに変容

され 、 最終目的 に至 るの で ある 。

　で は 、 神化 される た め に、 人 間は な に を なすべ きか 。 こ こ に は 人 間の 努力

が介入す る余地 が あ る 。 すな わ ち 、 キ リス トへ の 全面 的 な 自己 献身とキ リス

トの 模倣 、 と くに そ の 苦難 と死 に お ける模倣で あ る。 キ リス トは受肉に よ っ

て 単 に 人間 に な っ た の で は な く、 わ れわ れ の 救 い の た め に人間の あ らゆ る悲

惨 をその 身に引 き受け られ た 。 わ れ われ を高め るた め に 、 低 め られ 、 われ わ

れ に 自由を与え るた め に奴隷 と な り、 わ れわ れ を罪か ら救うために 、 十字架

に架け られ 、 天 に 昇 られ た58）
。 こ の キ リス トに 自らを全面 的 に委ね 、 そ うし

た うえで 、
こ の キ リス トの 歩み を共 にする こ と 、

つ ま りキ リス トと共 に十字

架 に 架 け られ、 キ リス トと共 に 死 に 、 キ リス トと共 に葬 られ 、 キ リス トと共
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に甦 る こ とS9）
、 こ れが人間 に課せ られ た努め で あ る 。 修道者の 修徳修業 の 目

標は 、 究極的 に は そ こ に ある 。

　 しか し、
い か に 人 間の 努力が必 要だ として も、神化を実現 させ る動因は 、

あ くまで も人間で は な く聖 霊 で あ る 。 神化の 前提 とな る 受肉は 、 完全 に神の

イ ニ シ ア テ ィ ヴ、 つ ま り恩 恵 に属す るが 、 その 目的で あ る神化 もまっ た く恩

恵に属する 事柄で ある
。 人間を神化する 主体が聖霊で あ る とい う基本理 念 は 、

また聖 霊の 神性 の 根 拠 と もなる 。 た とえば 、 聖霊 の 神性 を否定 す る マ ケ ドニ

オ ス 派 を念頭に お い て 、
ニ カ イ ア信 条の 立 場 を擁 護 しつ つ 聖霊 の 神性 を主張

す る 「第5神学講話」は 、 そ の 聖 霊神性論の 根拠を次の よ うに 述べ て い る 。

「もし霊が 『始 め か ら』 あ っ た の で は な い とすれ ば 、 た とえわずか に先

立 っ と は い え 、
わ れ われ被造物 と同列 に 置か れ て し ま う。 われ わ れ は 時

間 〔的存在 で ある 〕 とい う点で 神か ら切 り離 され て い る か らで あ る 。 し

か し私 と同列 に並 ぶ 存在で しか な けれ ば、 霊 が い か に して 私 を神 に し、

また神性 と結び つ ける こ とが で きる の で あろ うか」 （第4 節）60）

　神化す る 主体 が 自ら神 で ない な ら 、 ど うして 人 間 を神の もとへ と引 き上 げ、

神性に参与 させ る こ とが で きよ うか 。
こ の よ うに聖 霊 に 関す る神論 は 、 聖 霊

自身の 内的問題 か ら出発す る の で は な く、 人間 へ の 関 わ りとい う対被造物 的 、

救済論的要請か ら出発 して い る こ とは 明 らか で ある
。

　 さて 、 入間が神化 され る と 、 す なわ ち 、
い ま原 型 を 目指 して い る似姿で あ

る 人間が 、 そ の原型 に まで 高め られ る と、神 を永遠 に知る ようにな る とい う
61）

。

こ こ に 、 聖 書に も断片的に証言 されて い るが 、 概念史的に は プラ トン に由来

し 、 ア レ ク サ ン ドレ イ ア の ク レ メ ン ス の 「覚知者」の 思想で 明確化 され た よ

うに 、 「神化」 と 「観想」の 結び つ きが 再 び現 れ て い る 62）
。

こ の 究極 的 な神

の 観想 ・ 認識 につ い て 、 グ レ ゴ リオ ス は ど う考えて い るで あろ うか 。 次節で
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こ れ に つ い て 簡単に 触れ て お きたい
。

2．2． 神認識の二 重構造

　神 に 関す る グ レ ゴ リオス の 言及 に 目を留め る と 、 そ こ に 特徴 と して 現れ て

くるの は 「光」の イメ
ー ジで あ る 。 厂光」は 、 彼 に とっ て 神 を表現 す る 際の

重 要 な表象 とな っ て い る 。 モ レ シ ー
二 に よ れ ば

、 それ が顕著 に な る の は 363

年以降、
つ ま り、 父が 管轄す る ナ ジ ア ン ゾ ス 教区で 新司祭 と して 活躍 し始め

た後だ と され るが 63）
、 因果関係 は 判然 と しない

。
い ずれ に しろ 、 こ の 傾向が

と くに は っ き りして い る 例 は 、 「第32講話」の 第15節で 、 そ こ で は 、 「神 は光」

（1ヨ ハ レ 5） とい う ヨ ハ ネの 言葉 を起 点 に 、 そ れ と対極を なす 「闇」 と、 光

で あ る神 に よ っ て その 闇が 克服 され る とい う考 えを支持す る様々 な聖書記事

が検討 されて い る 。

　 とこ ろ で 、 「光」 とい う表象 は 、 明瞭性 、 つ ま り対象 が は っ き りと見 える

とか わ か る とい うイメ ー ジ と直結す る 。 ぎゃ くに 、 光の 反対 で ある 「闇」 は

不分 明 さや不可 知性 を象徴す る 。 次回検討す る よ うに 、
ニ ュ ッ サ の グ レ ゴ リ

オ ス は 、 ナ ジア ン ゾス の グ レ ゴ リ オス とは対照 的 に 、 神 との 究極的 出会 い は

「闇」 とい う表象 で 表 され る 。
つ ま り、 神 との 神秘 的出会い は 、 神の 不可 知

性 の 究極的徹底性 にお い て 実現 され る 。 な らば 、 「光」 を好 む グ レ ゴ リオス

に と っ て 、 神は単純 に認識可 能 な対象な の で あ ろ うか 。

　そ うで は ない
。 「光」で あ る神 は 、 実 は彼 に と っ て 「最高の 、 接近不可 能

な 、 言表 しが た い 光で あ り、 心 に 思 い 描 くこ と も、唇で 言 い 表す こ と もで き

ない 光」 （第 15講話）で あ る 。 しか し 、

一
方 で 、 グ レ ゴ リ オス に と り、 神 は

「闇」で は な い 。 何 らか の 什方 で 神 は 「知 りうる」。 第 22講話第3節64） に 、 こ

の 矛盾を と く鍵 が 隠 され て い る 。 彼 は 『出エ ジ プ ト記』33章18〜23節 にお け

るモ ーセ に対 して示 された主の 栄光の エ ピソ ー ドを比喩的 に解釈 し、 モ ー セ

が 「岩の 裂 け目」 か ら 、 神 を 「後 ろ か ら」見た 、
とい う件は 、 彼が 厂岩」す
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なわち受肉 した御言葉を通 して 神 を認識 した こ とを意味するが 、 しか し 「後

ろか ら」 と断っ て あ る とお り、 神 を真正面 か ら 、
つ ま り神 の 「本質」を認識

したの で は な く、 神 の 「業」 に お い て われ わ れ に 現 れ る 限 りで の 神を認識 し

たの だ と説明す る。

　こ の い わば神認識の 二 重構造 は 、 以前検討 した よ うに 、 ア レ クサ ン ドレ イ

ア の フ ィ ロ ン （Philon， 前25 また は20頃
〜後45また は50頃）に よ っ て 提唱 さ

れ た神 にお ける 「本 質」 （ウ
ー

シ ア ） と 「力」 （デ ュ ナ メ イス ）の 区別 に遡 る

考えで ある 。 フ ィ ロ ン は しば しば 厂私 は有 る」（出3・14） と啓示 され た神 と 、

そ の もろ もろの 「力」 とを区別 し 、 神 は 「有 る もの 」 と して 、
つ ま り 「本質」

と して は知 りえな い が 、 「力」 に よ っ て 神 を知 る こ とが で きる 、 と考 えた 。

こ の 「力」 に よ っ て 神は人 間 と関わ る 。 神が 「力」を通 して 人 間 と関 わ る 限

りに お い て の み 、 人 間は神 を知 りうるの で あ る 65）
。 こ の 神の 本 質と力の 区別

は 、 後の ギ リ シ ア 教父 の 、 そ して 、 東方神秘 思 想 に通 底す る神 の 「本 質」 と

「働 き」（ギ energeia ）の 区別の 先駆け となっ たが 、 グ レ ゴ リオ ス はそ の 伝承

の 重要な仲 介者 と見 て よか ろ う。

　 した が っ て 、神化 され た 人 間 が神 を知 る 、 と は言 っ て もそれ は神の 本質 自

体で は ない
。 神 の 本質の 絶対的不可 知性は オ リゲ ネス も明確 に強調 して い る

とお りで ある 。

「さて 、 すべ て の 知的存在 、 即 ち非物体的存在の 中で
、 最 もす ぐれ 、 最

も名状 し難 く、 最 も計 り難 く卓越 して い る 者 こ そ神 で ある 。
い か に純粋

で 澄 ん だ 精神 で あ ろ う と 、 人間の 精神 の 眼 ざ しで は神 の 本質を捕 らえる

こ ともで きず 、

一
瞥す らで きない の で あ る 。 」

66）

　グ レ ゴ リオ ス が と くに こ の 立 場 を力説 して い るの が 「第28講話」（す なわ

ち 「第2神学講話」）で 、 そ こ で は 、 神 の 本質が 人 間の 認識能力を超えて お り、
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神 に 関 して はた だ否定的 に しか云 々 で きない こ とを一
貫 して 強調 して い る 。

　以上 の よ うな グ レ ゴ リオ ス の 考 え方 、 す なわ ち 「光」の イメ ー ジ と神認識

の 二 重構造 は 、 エ ウ ア グ リオ ス の 観想概念 に思想 的材料 を提供 して い る 。 以

前 、 検討 した よ うに 、
エ ウア グ リ オス に よ る究極 的観想 、 す なわ ち 「神智 的

観想」 とは 、 祈 りにおい て光 に照 らされ た ヌ ー ス の 自己直視 に よる 神 の 観想

を意味 した 。 つ ま り 、 ヌ ー ス が 三位
一
体の 光 に照 らされ て 自らが 反射する そ

の 光 を見 る とい うこ とで ある 。 ヌ
ー

ス は ま さに 「鏡」 で あ っ て 、 そ の 鏡の 中

に 同時 に 神 を 間接 的に 見 る の で ある
。 「間接的」、 なぜ な ら入 は決 して 神 を直

接見 る こ とは で きな い か らで あ る 。 だか ら こ そ 、
エ ウ ア グ リオス は 、 人 が見

る の は神 自身 で は な く、 常 に神 の 厂光」だ と主 張 す る 。 「神 智 的観想 」 は 、

「三 位
一

体の 観想」 と も呼ば れ るが 、 神 の 本質を直接見 る とい うこ とで は な

い
。 人 間の 神 の 本性 へ の 絶 対 的 な接 近不可 能性 は グ レ ゴ リ オ ス 同様 、

エ ウ ア

グ リオ ス に と っ て も自明で あ る 。

　こ の よ うに 、
エ ウ ア グ リ オ ス は 、 確か に 観想 の 神 秘思想 に おい て 、 神 を

厂光」 と結び つ けて い る点及 び神の 不 可知性 と可 知性 の 二 重構造 とい う点で 、

グ レ ゴ リオ ス か ら概 念的素材 を受け継い で い る 。 た だ し 、 グ レ ゴ リオス は 、

それ らを理 論的な思弁の 素材 と して 利用 して い る の に対 し、
エ ウ ア グ リオス

は 、 体験 の シ ン ボ リズ ム と して利用 して い る 。 言 い 換 える と 、
エ ウ ア グ リオ

ス は
、 グ レ ゴ リオス の 教えを体験の カ テ ゴ リ

ー
に翻訳 して 受け継い だ と言 え

る 。
い ずれ にせ よ 、 グ レ ゴ リオス の 発想法は 、 それ 自体神秘主義的 と は言え

ない が 、 そ の 後の 東方教会の 神秘思想 に 大 きな刺激 を与 えた こ とは 否定で き

ない
。

結語

　バ シ レイ オス の 霊 性史上 の 最大 の 貢献は 、パ コ ミオス に よ っ て 創始 され た

共修制 を完成 させ た こ とで ある 。 そ の 際 、 隠修性 とい う最初 の 修道生 活形態
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の利点を生 かすため に 、 それ を共修性に吸収 させ た 。 もっ と も、 彼の 共修化

政策 に刺激 を与えた の は 、 小 ア ジ ア に 共修制 を導入 したセ バ ス テ イ ア の エ ウ

ス タ テ ィ オス で あ っ た 。 しか し 、
エ ウ ス タテ ィ オス 派の 修道者た ちの 極端な

禁欲主 義運動 は340年の ガ ン グ ラ （Gangra ）の 教会会議で 弾劾 され た し 、 晩

年 に彼自身、 聖 霊 の神性 を否定する主張を展開 したため 、
バ シ レ イオス と完

全 に決別 した
。 した が っ て

、
バ シ レ イ オス の 政策は 、 小 ア ジ ア に お ける こ の

よ うな熱狂主義 的 、 異端的修道運動 を穏健 な形 に 軌道修正 した もの と見 なす

こ と も可 能 で あろ う67）
。

バ シ レ イ オス は 、 単 に 共修制の 制度的 、 法的な確立

に 貢献 した ばか りで は な く、 そ の 具体的な中味に まで 分 け入 り、 修道生 活 に

お ける様 々 な局面で の 指針 を策定 し 、 後世の 修道規則の 雛形を作 っ た こ とで 、

東方修道制 の み な らず西 方修道制 の 父 とも呼 ば れ る よ うな業績 を残 した の で

ある 。

　
一

方 、 ナ ジ ア ン ゾス の グ レ ゴ リオ ス の 霊性思 想 は 、具体 的 な修道生 活 の 指

針 を中心 と した実践 的内容 に満 た され て い るバ シ レ イ オス とは異 な り、 か な

り神 学的 、 思弁的で あ り、 そ の 意味で は 、 オ リゲ ネス か らの 影響 が よ り色濃

く反 映 され て い る 。
バ シ レ イ オス に と っ て も、 グ レ ゴ リオス に と っ て も、 キ

リス ト者 と して の 完全性 へ 向か う霊 的 な進歩をそ の 霊性思 想の 目的 と して い

る点で は共通 だが 、 グ レ ゴ リオ ス は 、
バ シ レ イオス の よ うに そ の ため の 「手

引 き」 で は な く、 オ リ ゲネス と同様、 その ため の 「神学的理論」を展 開す る

こ とが テ ー マ で あ っ た 。 正統 な三位一
体論 の 推進者 と して 「神 学者」 とまで

称 され た グ レ ゴ リオ ス の 華々 しい 神学的活動、反異端 的活動 も、結局 は こ う

した 人 間の 霊 的課題 に真摯 に答 え ん とす る 彼 の 関心事 に根 を持 っ て い た 。 こ

の 霊性 に基礎づ けられ た彼の 神学的主題 こ そ神化思 想 と神認 識の 二 重構造 、

す な わ ち神 的本 質の 不 可知性 と神的業 に お い て 顕 現 す る神の 可 知性で あ っ た

が 、 こ れ らは 実際 、 後世の 神秘思想 を方向づ ける よ うな重要 な神学的テ
ー

マ

で あ っ た 。
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初期 キ リス ト教 の 修道霊性 は 、 以上二 人 の カ ッ パ ドキ ア教父 の 貢献 に よ

りさ らに深 ま り、 さ らに豊 か な もの とな っ た 。
バ シ レ イオス は 、 修道霊性の

理想追 求の 具体的 な中味 を明確 に させ 、 グ レ ゴ リ オス は その 理想 の 神学的根

拠 を明 らか に した 。 しか し 、 修道霊性 に欠かせ な い も う
一

つ の 伝統 、 す なわ

ち修道的神秘思想 、 ひ い て は 初期 キ リス ト教全体の 神秘思 想の 伝統の 確立 の

た め に も、
カ ッ パ ドキ ア 教 父 は偉大 な貢献 を残 したの で あ る 。 そ の 立役者

ニ ュ ッ サ の グ レ ゴ リオ ス に つ い て 、次回検討 した い
。

注

）1

）2

）

）

34

・

）5

）6

）7

）8

9）
】0）

もっ とも、後期ア レ ク サ ン ド レ イ ア 派は、ア レ ク サ ン ドレ イア の ア タ ナ シ オ ス （Athanasius
Alexandrinus ，296頃〜373）か ら始まる。

拙 稿 「初代 キ リ ス ト教 霊性 史 （六）修道 的神秘思 想の 始 ま り　　ポ ン トス の エ ウ ア グ リオス

お よび擬 マ カ リオ ス 」『エ イ コ
ー

ン 』第23号 （2001年2月）42〜67頁参照 。

Theodorus　Balsamon
，
　Epistula　de　rasopheris 　4　＝　PG 　138

，
1364B ．

祖母 マ ク リネ （Makrine ，　340頃没）は 、 オ リゲ ネス の 弟子 グ レ ゴ リオ ス ・タウマ トゥ ル ゴ ス

（Gregorios　Thaumatourgos，270頃没）を信仰の 師 とし、 同名 の 父 バ シ レ イオス は法律家兼

修 辞学教 師で志操 堅固 なキ リス ト者、母 エ ン メ リ ア （Emmeria ）は殉教者 の 娘 で あ っ た。

祖 母と同名 の 修道女聖 マ ク リ ネ （327頃〜379）を姉に持ち、ま た 二 人 の 弟ニ ュ ッ サ の グ レ ゴ

リオス お よびセ バ ス テ イ ア の ペ トロ ス （Petros，349以前〜392） も主教 と な っ た。母 は夫 と

死 別後、修道生活に入 っ た 。

PG 　31
，
890−1051． 木書の 全訳 は、桑原直己訳 「バ シ レ イ オ ス ・修道士大規定」上 智 大学中

世 思想研究所編 『中世思想原典集成 fi・盛期ギ リシ ア教父』（平凡杜 ・1992年）（以下、集成

n と略記） 182〜280頁に収録され て い る 。

PG 　31，108 一1305．「ア ス ケ テ ィ カ」に は、こ の 他 に 『道徳論』（Moralia：PG 　31
，
700・869）

も含まれ て い る 。 こ れ が 真作で ある こ と は 学者の
一致 した見解 で あ るが、ア ス ケ テ ィ カ 中の

そ の他の 著作 の 信憑性に 関 して は、議論が様 々 に 分かれ て い る 。

す で に 4世紀の 終わ りに、ア ク ィ レ イ ア の ル フ ィ ヌ ス （Rufinus，
345頃〜410 ま た は 411）が バ シ レ

イ オ ス の 修道規定 を ラ テ ン 訳 し、そ の 訳書の 前書き （PL 　103
，
485）に書か れ て い る よ うに、それ

を イ タ リ ア の テ ラ キ ナ （Termcina）近郊 の ピネ トゥ ム （Pinetum）修道院の 院長ウル ザ キウス に

献呈 した 。 こ の ラテ ン 訳がベ ネデ ィ ク トゥ ス の 参照 した もの である 。 Cf．　DAL 　1！，1S20−1821．
大森正樹 「ビ ザ ン ツ の 修道制」上 智大学巾世思想研究所編 「中 世の 修道制』 （創 文社 ・1991

年）24頁参照。

Cf 　B ．　Altaner　／　A ．　Stuiber
，
　Pator］ogie ，　Freiburg ［Base1 バVien　81908

，
297，

Basilius
，
　Epistula　223

，
2 ＝ PG 　31，337B−C ．邦訳は、ル イ ・ブ イエ 著、上 智大学中世思想

研 究所翻訳 ・監修 『キ リ ス ト教神秘思想 史 1 ・教 父 と東方の 霊性』（平凡社 ・1996年＞267 頁

に従 っ た 。
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Id．　De 　spiritu 　sancto 　16
，
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，
137A．

Id．　Reg，　fUs．　tract．5 ＝ PG 　31， 921A．邦訳は、集成 ll、199頁 。

C£ ibid．17 ＝ 964B−965A．

Cf．　ibid．19；Reg ．　brev．　Trac．126；128；139；196 ＝ PG 　31
，
968；1168B；1168D；1176A；1213A

Cf．　id．　Reg．　brev．　Tract．120；123 ＝ PG 　31
，
1164B ；1165B −C．

C £ id，　Reg．　fus．　tract．8 ＝PG 　31，933D −941A，

こ の 事実に つ い て はW ．Bousset
，
　Apophthegmata ，　Studien　zur 　Geschichte　des詛testen

MOnchtums，　TUbingen　1923，336参照 。

Basilius，　Reg．　fus，　tract．37，2 ＝ PG 　31，1012C−D． 邦訳は、集成 H 、254頁。

Cf．　id．
，
Moralia　80

，
22；Reg，　brev，　Tract．29；21；37；Reg．　fus．　tract．　5 ＝ PG 　31

，
869C；1101C−

D ；1097B−C ；1107A ；921B−924B．

パ コ ミ オス の 共修制に つ い て は、拙稿 「初代キ リス ト教霊性 史 （5）修道制の 始ま り 一 エ

ジ プ トの修道運動の 開始」『エ イ コ ーン』第22号 （2000年）42〜48参！【鷯

Cf，　Id．，　Reg，　fUs，七ract ，6＝PG 　31，925A−928B．

PG 　31
，
928B−933C．

C £ Dictionnairc　des　auteurs 　de　Lanaudi6re 　8，
583−584．

こ れ に つ い て は 拙 稿 「静 寂
一

古代東方修道制 に お け る そ の 意義」『ア カ デ ミ ア 人文 ・社 会

科学編』第64号 （1996年）78〜81頁参照 。

Gregorius　Naz ．
，
Orat圭043

，
62＝PG 　36，576C−577B．

Cf．　Basilius
，
　Reg．　fus．　tract．47 ＝ PG 　31

，
1036C・D ．

Cf．　ibid．27 ＝ 988A −B ．

C £ id．　Epist ．256 ＝PG 　32，944A

Cf．　id．　Reg．　fus．　tract．26 ＝ PG 　31，985D．

Cf．　ibid．25 ＝ 984C −D ．

Cf．　id，　Reg．　brev．　Trac七．104；1蓋2 ＝ PG 　31
，
1i53D−1156A；ll57B．

Cf．　id．　Reg ．　fus．　tract．10 ＝ PG 　31
，
944D −948A．

Cf．　ibid．11 ＝ 948A−C ．

すな わ ち、夫婦 の 間に合意が ある こ とで あり、数名の証人が立 ち会 うこ とで ある。Cf．　ib孟d．

12 ＝948C −949A ．

Cf 　ibid．43 ＝1029A −B ．

Cf　ibid，54 ＝lo44B ．こ の 個所 で は、職務 ヒの 問題 と し て、異常な 出 来事、極端に扱 い が た

い 性格の 人物、各人 の 管理 の 仕方 につ い て な ど が 挙げられ て い る 。

Justin　Mossay は新資料に奉づ き、生年 を300年に まで 遡 らせ て い る が （C £ TRE 　14，
164−

165）、 そ うする と 、 グ レ ゴ リオ ス はバ シ レ イオス より30歳ほ ど年上 とい うこ とにな り、ア テ

ネや カ エ サ レ イ ア で 30年間共に学ん だ とい う通説が疑わ しい もの となる。 生年につ い て の 詳

しい 議論は、H ．　Drobner
，
1、ehrbuch 　der　Patrologie，Freiburg　im　Breisgau　1994，23．　6参照 。

た とえば、初期キ リス ト教霊性思想史の 要点をすべ て網羅 した古典的名著で あるM ，Viller／

K ，Rahner ，　Aszese 　und 　Mystik　in　der　Vtiterzeit
，
　Freiburg　im　Bresgau　1939は、カ ッ パ ド

キ ア 教父を扱 っ た 部分 （122
−−146頁） で 、ナ ジ ア ン ゾ ス の グ レ ゴ リオ ス に つ い て は一頁半ほ

ど しか扱 っ て い ない し、初期キ リス ト教神秘思想 を知る上 で最 も参考 と なる A ・
ラウス 『キ

リス ト教神秘思 想の 源流
一

プ ラ トン か らデ ィ オニ シ オ ス まで 』水落健治訳 （教文館 ・第3

版 ・1995年） に 至 っ て は 、 グ レ ゴ リオ ス の名前が 言及 されるだけで、そ の 思想につ い て は

い っ さ い 触れ られ て い な い
。

M ．Viller　1　K ．　Ra   er
，
　op ，cit．

，
145．
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42）

43）
44）

45）

46）

）

）

784．

4．

ラ

ラ

904．

5

51）
52）

53）

54）

ca 皿 ina （ca   en の 複数形） とラ テ ン 表記 され る彼 の 「詩剿 は 約40備 、総行数 17
，
000が

残存 して お り、そ の 大部分 は ア リ ア ン ゾ ス で の 隠棲時代 に創作 された 。 教理詩 、 賛歌 、 哀歌、

格言詩 な ど があ り、教義的 、 倫理的 、 自伝的 、 叙情的な主題を扱 っ て い る 。 「手紙の 男、神

学者」（A ．Meredith
，
　The　Cappadocians

，
　St．　Vladimir’

s　Seminary　Press，1995，42）とA ・

メ レ デ ィ ス があえ て呼ん で い る よ うに、グ レ ゴ リオ ス は残存 して い る もの だけ で も249通 も

の 「書簡」（C£ H ．Drobner，　op ，　cit．，24L なお、こ の うち、書簡243番は真作で はな く、ま

た 同241 番 も疑わ しい とされ る ｝ を認 め、自ら収集編 纂 した 。 そ の うち、父 の 死後空席と

な っ て い たナ ジ ア ン ゾ ス の 後継主教に な る こ と を健康上 の 理 由で 辞退 し、そ の 代行 と して 任

命 した ク レ ドニ オ ス なる 人物 に宛て た 二 通 の 書簡 （第101、第102書簡）お よびグ レ ゴ リ オ ス

の後継者で あ り、ヨ ア ン ネ ス ・クリュ ゾ ス トモ ス の前任者で ある コ ン ス タ ン テ ィ ノ ポ リス の

主教ネク タリオ ス に充て た書簡 （第202書簡）の計三 書簡は 「神学的書簡」 と称 され、キリ

ス トの完全 な人性 を認めな い ア ポ リナ リオス 主義に対する論駁 として重要視 され て い る。な

お、こ の 第 101書簡 の 邦訳 は、小 高毅 訳 「ナ ジ ア ン ゾ ス の グ レ ゴ リ オ ス ・ク レ ドニ オ ス へ の

第一
の 千紙」集成 ll、418〜428頁に収録さ れ て い る 。 また 、45編伝わ っ て い る 「講話」（ま

た は 説教） の うち、既述 の よ うに 、380 年 コ ン ス タ ン テ ィ ノ ポ リス で 行 っ た三位
一

体論を論

じた 五 つ の 「神学講話」（第 27〜31講 話）は 、 「グ レ ゴ リ オ ス の 代表作で ある と同時に カ ッ パ

ドキ ア神学 の 精髄 を伝え る 名品 で あ る」 （集成 n 、 331頁）。 なお神学講話の うち第3〜5神学

講話 （ee29−−31講話）の全訳 （荻野弘之訳）が集成 n 、336〜407頁に収録され て い る 。 また 、

グ レ ゴ リオス の 全 著作の抄訳に つ い て は、小高毅編 『原典古代キ リス ト教思想史 2 ・ギ リシ

ア教父』 （教文館 ・2000年）IS7 〜197頁 を参照 。

M ．Viller／K ，　Rahner
，
　op ．cit ．，　t　45．

Gregorius　Naz ．
，
　Orationes　6 ＝PG 　35，721，なお、キ リス 1・教に お い て 修道生活を 「哲学」、

修道者を 「哲学者」 と称す る伝統 に つ い て 、詳 し くは、G ．　Bardy
， 《Philosophie 》 et

《philosoph 》dans　le　yocabulaire 　Chr6tien　des　prem 圭ers 　si6cles
，
　in：Revue 　d’asc6tique 　et

de　mystique 　25 （1949〕，97−108参照。

た とえば、Gregorius　Naz．，Poemata　moralia 　n ．5ad 　monachos 　in　monasterio 　degentes＝

PG 　37，　642−643；Poemata　de　se　ipso　n ，44：In　monachorlm 　obtrectatores 　et 　ad 　falsi　nomin −

is　monaches ＝ PG 　37
，
1349−1353；Poemata 　quae 　spectant 　ad 　alios 　n ．1：Ad 　Hellenium＝

PG 　37
，
1451−1477．

た とえば 、 Gregorius　Naz．，Poemata　moralia 　n ．且：in　laudem　virginitatis ＝ PG 　37
，
521−577；

n ．2；praecepta 　ad 　virgins ＝PG 　37， 577−632；n ．3：exhortation 　ad 　virgins ； PG 　37
，
632−640；

n ．4 ： ad 　virg ｛nem 　＝ PG 　37，　640−642．

C£ M ．Viller／K，　Rahner ，　op ，cit．，146．

拙 稿 「初 代 キ リス ト教 霊性史 （3）キ リス ト教神秘思想 の 起源
一

新約聖書、プ ラ トン 、
フ ィ ロ ン 、ア レ ク サ ン ドレ イ ア の ク レ メ ン ス

ー
」rエ イ コ ーン』第20号 （1999年3月＞68〜

103頁参照 。

Athanasius
，
　De　incarnatione　et　contra 　Arianos　8 ＝ PG 　26，996A・B．

Cf．　D ．　R 　Wins ｝ow
，
　The 　Dynamics 　of　Salvation： AStudy 　in　Gregory　of　Na 且ianzus

（Ca 皿 bridge
，
　MA

，
1979），179，グ レ ゴ リオ ス の 著作 中、　theo6は21回、　 the6sisは10回使用され

て い る 。

ル イ ・ブ イ エ 、前掲書、285 〜286頁 。

Gregorius　Naz ．，　Oratio　7，23　＝ 　PG 　35
，
785B，

Ibid．1，5 ≡397C ．

Id．　Epistula 　101：Ad 　Cledonium 　presbyterum ＝PG 　37
，
181C −184A ． 邦訳 は集成 H 、422 頁。

なお 、
こ の 救 い の 条件 として の 人間の 本質の 全的受け入 れ とい う構図は、すで に オ リゲネ ス

に よっ て 主張され て い る 。 集成 fi、429頁、注6参照 。 なお、「ク レ ドニ オス へ の 第
一

の手紙」
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55）
56）

57＞

58）
59）
60）

61）
62）
63）

64）
65）

66）

67）

は、こ の 根本命題に基 づ い て 、ア ポ リナ リオス （Apolliarius，310頃〜390頃）の 「キ リス ト

単性説」 を論駁 し て い る 。 ア ポ リ ナ リ オ ス は、キ リス ト に お い て 人性の 基本的表徴で あ る

ヌ
ー

ス （知性 ・精神）の 存在を否定 し、 ロ ゴ ス がそ れに と っ て代わ っ た と主張した
。

こ れ に

対 し、 キ リス トに お い て ロ ゴ ス の みが現存 して い た とすれば 、 人 間の 本質は救われ る こ とは

なく、救 い の 業は虚 しくなる 。 もし 「受け取られなか っ た もの は癒されない 」の で ある なら

ば 、 人間の 本質が救われるた めには、キ リス トには神性 の み な らず、人性 も現存 して い なけ

れ ば な ら な い
。 人憔が 備わ っ て い る とい うこ とは 、 当然 、 人性の 基本要素で あ る ヌ

ー
ス も存

在 して い る は ずで ある 。 こ れ が 、ア ポ リナ リオ ス 論駁の基本的論理 で ある 。

Gregorius　Naz ．
，
　Oratio　29

，
19　＝ 　PG 　35

，
100A、

訳者に よ る補足 。

D ，F，　Winslow，
　op ．　cit ．

，
　l　S9．

Cf．　Gregorius　Naz ．
，
　Oratio　l

，
5 ＝ PG 　35

，
4eOA．

C £ Id．
，
　orationes 　38

，
18 ＝ PG 　36

，
332−333．

邦訳は集成 H 、383頁 。

Cf．　Gregorius　Naz．，　Oratio　22 ，
17 ＝PG 　36

，
48C ．

拙稿 「初代キリス ト教霊性史 （3）」74〜77頁参照 。

Cf．　 C．　 Moreschini ，
「Luce　e　purificazione　 nella 　do七trina　 di　 Gregorio　Nazianzeno ’

，

Augstianum （1973），535−549．

PG 　36
，
29．

拙稿 「初代 キ リス ト教霊性史 （3）」77〜79頁参照 。

Origenes，　De 　principiis　1，
1

，
5 ＝ ed ．　M 　Simonetti，　Orig肋 e．　Trait6　des　principes．　Livres 　I

et 　II．　Texte　critique 　de　la　vers 孟on 　de　Rufin．　Traduction （SDurces　Chr6tiennes　252），　Paris

1978，99幽

こ れ につ い ては、D ．　F，　Winslow ，　op ．　cit．，36参照 。
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